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三重県の北東部に位置する伊勢平野は、東に伊勢湾を臨み、西には
鈴鹿・布引の山々をひかえる風光明媚な所です。この伊勢平野の中央
部に位置する県都津市は温暖な気候と安濃川や岩田川によって形成さ
れた肥沃な土壌により、古来より人々の生活が連綿と営まれた地域で
す。なかでも安濃川の河口には、福岡県の博多津、鹿児島県の坊津と
ともに日本三大津として知られる安濃津が存在し、海運交通の拠点と
して栄えた港町がひらかれていました。
今回報告する里前遺跡は、一般国道２３号中勢道路（１０工区）建

設に伴い遺跡の現状保存が困難な部分について、発掘調査を実施しま
した。これまでの調査からも、この地が中世の物流の要所であった可
能性のあることが明らかになっています。今回の調査でも、たくさん
の陶器類や、近世の人々が使用していたと考えられる木組の井戸が出
土し、この地における人々の生活の様子の一端をうかがうことができ
ました。
しかし残念ながら、これらの遺構はすでに消滅しました。開発が進

み私たちの生活が便利になることは喜ばしいことではありますが、古
くからこの地に生活していた人々が遺した文化財を保存していくこと
も大切なことであります。消滅してしまう遺跡を記録保存という形で
少しでも皆様方に知っていただき、埋蔵文化財保護へのより一層のご
理解とご協力を願うばかりです。
末筆となりましたが、調査にあたり、多大なるご協力をいただきま

した関係諸機関ならびに地元の皆様に厚くお礼申し上げます。

平成２１年１月

三重県埋蔵文化財センター

所　長 A 水　康　夫



例 言

１ 本書は三重県津市野田字里前に所在する里前遺跡の第５次発掘調査結果をまとめた報告書である。

２ 本書が扱う発掘調査の原因事業は、一般国道23号中勢道路建設事業である。

３ 第５次調査は、三重県教育委員会が国土交通省中部地方整備局から委託を受け、平成16年度に実施した。

調査費用は、国土交通省中部地方整備局の全額負担による。

４ 発掘調査の体制は以下のとおりである。

調査主体：三重県教育委員会

調査担当：三重県埋蔵文化財センター

現場作業：社団法人中部建設協会

５ 現地調査（平成16年当時）の担当は、下記のとおりである。

三重県埋蔵文化財センター（調査研究Ⅱグループ）

主幹兼グループリーダー 泉 雄二 主査 辻本泰宏 主事 船越重伸

臨時技術補助員 川崎志乃

６ 本書の作成業務は三重県埋蔵文化財センターで実施し、調査研究Ⅱ課が中心に行った。遺構と遺物の写真は

調査担当者及び石井康晴が撮影した。報告文の執筆は石井、全体の編集は石井と上村安生が担当した。

７ 報告書作成にあたっては、以下の方から御指導と御助言を賜った。記して感謝の意を表したい。

（敬称略 当時）

藤澤 良祐（愛知学院大学）

８ 里前遺跡（第５次）については、すでに『一般国道23号中勢道路埋蔵文化財発掘調査概報17』（三重県埋蔵

文化財センター 2006年）に、その調査途中の概要を報告しているが、本書をもって正式報告とする。

９ 本書で報告した記録および出土遺物は、三重県埋蔵文化財センターで保管している。



凡 例

<地図類>

１ 本書で使用した地図類は、国土地理院発行の1：25,000地形図、津市都市計画図である。

２ これら地図類は、国土地理院発行地形図を除き、国土調査法の日本測地形による座標第Ⅵ系（旧国土座標）で表現

されているものであるため、平成14年４月から施行されている世界測地系・測地成果2000には対応していない。

３ 挿図の方位は全て座標北で示している。なお、磁針方位は西偏６°40′、真北方位は西偏０°16′（平成10年）で

ある。

<遺構類>

４ 土層図の色調は、小山正忠・竹原秀雄偏著『新版標準土色帖』（日本色研事業株式会社 1967年初版）を用いた。

５ 遺構等の断面図で、平面図の相当位置に矢印があるものは、立面図となっている。

６ 遺構番号の頭には、見た目の性格によって、以下の略記号を付けている。

ＳＤ･･･溝・堀 ＳＥ･･･井戸 ＳＫ･･･土坑 ＳＺ･･･落ち込み pit･･･ピット、柱穴

<遺物類>

７ 当報告での遺物実測図類は実物の1／4を基本としている。それ以外の縮尺のものについては、その都度指示をして

いる。

８ 遺物観察表は、以下の要領で記載している。

報告番号････当報告書での挿図掲載番号である。

実測番号････実測段階の登録番号である。

器 種････遺物の器種・器形等を示す。

出土地区・出土遺構･･･調査時に設定したグリッド名及び遺物が出土した遺構番号を記した。

法量(㎝) ････遺物の法量を示す。口は口縁部径、底は底部径、器高は遺物の高さを示す。

調整・技法･･･ おもな特徴を内面は 内: 外面は 外:で示した。

胎 土････小石等の混和材を除いた素地の緻密さを｢密～粗｣で区分した。

焼 成････「良」「やや良」「やや不良」「不良」で区分した。

色 調････その遺物の代表となる色調を記載した。表記は、前掲『新版標準土色帖』に拠る。

残 存････残存度を分数で示した。残存がわずかなものは小片、全体が残っているものは完存と記した。

備 考････遺物の特徴となる事項を記した。

<写真類>

９ 写真図版の遺物番号は、実測図報告書番号と対応している。

10 遺物の写真図版は、特に断らない限り縮尺不同である。
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中勢道路は、鈴鹿市玉垣町から松阪市小津町に至

る延長33.8㎞の国道23号線のバイパスである。この道

路は、鈴鹿市・津市・松阪市の３市を通り、国道23

号の交通渋滞を緩和させることや、バイパス周辺の

適切な土地利用を図り、中勢地区の経済発展に寄与

することを目的に計画されたものである。

この計画地内に所在する埋蔵文化財については、

昭和58年に計画路線内の分布調査を行い、建設省中

部地方建設局（当時）と三重県教育委員会が埋蔵文

化財の取扱について協議を行った結果、現状保存の

困難な遺跡については事前に発掘調査を行い、記録

保存をすることとなった。

現地調査は、昭和63年度に開始した。国土交通省

中部地方整備局（平成12年までは建設省中部地方建

設局）から三重県が委託を受け、三重県埋蔵文化財

センター（昭和63年度は三重県教育委員会）が調査

を担当している。調査にあたっては、「県教育委員

会・市町村教育委員会職員人事交流要綱」に基づき、

津市教育委員会（昭和63年度～平成11年度）と鈴鹿

市教育委員会（平成７年度～平成９年度）から派遣

職員を得た。また、現地作業については調査の円滑

化を期して、建設省中部地方建設局が社団法人中部

建設協会に委託している。

調査事業の実施にあたっては、建設省中部地方建

設局・三重県・社団法人中部建設協会の三者で昭和

63年4月8日付け「埋蔵文化財発掘調査協定書」を締

結し事業を推進した。その後、事業計画の進展に合

わせて、建設省中部地方建設局・三重県・社団法人

中部建設協会の三者が平成3年10月31日付けで「変更

協定書(第1回)」を、平成5年9月7日付けで「変更協定

書(第2回)」を、平成10年3月31日付けで「変更協定書

(第3回)」を締結し、道路建設事業との調整を図った。

また、平成11年3月31日付けで、改めて6・8～10・

13・14の各工区を対象とした「埋蔵文化財発掘調査

協定書」(平成11年4月1日～平成16年3月31日)を締結

し、平成11年度以降の事業を推進した。

さらに、平成16年3月31日付けで「変更協定書(第1

回)」を、平成18年3月30日付けで「変更協定書(第2回)」

を締結し、三者体制は終了した。平成18年度以降は

現地作業を含めた委託契約書が中部地方整備局と三

重県で締結され、事業を推進している。

里前遺跡（第５次）の現地調査及び整理、報告書

作成年度の調査体制は以下の通りである。

（平成16年度）

主幹兼調査研究Ⅱグループリーダー 泉 雄二

主 査 辻本泰宏・上村安生

主 事 船越重伸・福島伸孝

技 師 山中由紀子

臨時技術補助員 川崎志乃・坂 佳彦

室内整理員 黒川敬子・太田浩子・森川絹代

蒔田やよい・宇河由起子

山口香代

（平成19年度）

調査研究Ⅱ課長 田村陽一

主 幹 上村安生

主 査 薗部英幸

主 事 淺尾 太・石井康晴

技 師 原田恵理子・水谷 豊・角正芳浩

野嶌美沙子

臨時技術補助員 才木 薫・小林俊之

室内整理員 黒川敬子・太田浩子・森川絹代

北岡佳代子・山口香代

西山実公子・中西千鶴

中村敬子・小倉靖子・浜崎佳代

（平成20年度）

調査研究Ⅱ課長 田村陽一

主 幹 上村安生

主 査 薗部英幸

主 事 淺尾 太・前野謙一

技 師 原田恵理子・水橋公恵

野嶌美沙子

臨時技術補助員 才木 薫

室内整理員 黒川敬子・太田浩子・森川絹代
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Ⅰ 調査にかかる諸経過

１ 中勢道路建設と埋蔵文化財保護

２ 調査の体制



－ 2 －

北岡佳代子・山口香代

西山実公子・中西千鶴

中村敬子・小倉靖子・浜崎佳代

（１） 経過概要

平成10年５月25日～10月20日に第１次調査が行わ

れ、ほ場整備事業に伴う第２次調査（平成12年度）、

三泗川の河川改修事業に伴う第３次・４次調査（平

成14年度）が実施されてきた。それぞれの位置関係

については、第１図で示している。

第５次調査は1530㎡について実施した。隣接する

三泗川の工事の影響により、当初予定していた排土

置場が使用できなくなったため、国土交通省、中部

建設協会、三重県埋蔵文化財センターの三者で協議

し、排土を場外搬出することになった。

平成16年５月18日から調査区の南半分において、

重機によって表土の掘削を開始し、６月１日より作

業員による包含層および遺構掘削を行った。調査は

調査区の南端部から、中央部へ広げていった。北半

分については、６月28日から重機掘削、７月15日か

ら包含層および遺構掘削を開始した。７月21日には

掘削を終え、写真撮影等を行った。８月２日より遺

構実測、井戸３カ所の断ち割りを行い、８月27日に

すべての現地調査を終了した。

（２） 文化財保護法にかかる諸通知

当発掘調査にかかる文化財保護法関連の諸通知は

以下により行っている。

・発掘調査の実施報告（文化財保護法第58条の２第

１項、県埋蔵文化財センター所長→県教育長）

平成16年５月14日付け 教埋第90号

・文化財発見・認定通知（遺失物法、県教育長→津

警察署長）

平成16年９月７日付け 教委第４－４号

（１） 地区設定

調査区内は、基本的に４ｍ方眼で区切り、小地区

（グリッド）を設定した。東西方向は西からアルファ

ベットを、南北方向は北から数字をつけ、北西隅の

交点をその地区の符号とした。なお、小地区設定に

あたっては、第１次調査に準じて設定しており、国

土座標軸の向きとは異なっている。

（２） 遺構番号

第５次調査で発見された遺構は基本的に200～の番

号を付している。

（３） 遺構実測

遺構実測図および調査区の土層断面図は、手描き

により1/20で作成した。

（４） 遺構写真

遺構写真は、重要なものを４×５インチ判及び

６×９判で撮影し、細かい記録は35㎜判で撮影した。

それぞれのフィルムは、白黒及びカラーリバーサル

で基本的には同カットの撮影を行った。

調査で出土した土器類は調査現場で取り上げ後、

速やかに整理所で洗浄、乾燥、接合等の１次整理作

業を行った。１次整理作業後、遺物の選別作業を行

い、遺物実測を行った。実測図等が完成した遺物は、

報告書作成のためのレイアウトを作成し、報告書番

号順に遺物整理箱に保管している。遺物実測を行わ

なかったものは、出土遺構毎、包含層等はグリッド

毎にまとめ、遺物整理箱に番号を付し、保管・管理

している。

報告書掲載遺物の写真は、主だったものについて

６×９判で撮影した。

木製品は調査現場で取り上げ後、速やかに整理所

で洗浄し、実測が可能なものは実測および写真撮影

を行い、その後、保存処理作業を進めた。

なお、発掘調査に関連する資料類には、発掘調査

期間に作成された図面（平面図・土層断面図など）、

遺構カード（縮尺1/40）、調査日誌、写真類がある。

また、整理段階で作成された遺物実測図、遺物写真

などもあり、これらは所定の番号を付け、当センタ

ーにて保管している。
４ 調査の方法

３ 調査の経過

５ 整理作業の方法



里前遺跡（１）は、三重県津市野田字里前にある

遺跡である。津市は三重県のほぼ中央部に位置して

おり、北部は志登茂川流域、中央部は安濃川・岩田

川流域、南部は雲出川流域からなる。

里前遺跡は鈴鹿山脈南部に位置する錫丈ヶ岳を水

源とし伊勢湾に注ぐ安濃川と、津市西部の長谷山系

を水源とし伊勢湾に注ぐ岩田川によって形成された

沖積平野の南縁に位置する。津市殿村で安濃川から

分流した三泗川は南へ流れ、野田で岩田川に合流する。

また、岩田川を挟んだ南側には半田丘陵が広がる。

そもそも、中世の安濃川と岩田川はかつて合流し

ていたようで、三泗川は旧安濃川筋と考えられると

も言われる１）。また、藤堂高虎が津に入城した際、城

下を安濃川の洪水から守るために、「さんし」とよば

れる南河路の西方で安濃川の右岸堤防を意図的に低

くし、大出水の時には、ここを切り岩田川の方へ水

を流すようにしたとも言われている２）。

里前遺跡は、三泗川と岩田川が合流する地点にあ

り、遺跡の東を三泗川、南を岩田川が流れる。調査

前の状況は耕地の縁辺部および河川との境界部の荒

地である。

（１）周辺の遺跡

里前遺跡周辺では、近年国道・県道の建設工事や

ほ場整備に伴う発掘調査が多く、安濃川流域の各時

代の様相を知る報告がたくさんされている。歴史的

環境についても各報告書にて再三触れられているの

で、ここでは重複をさけ、今回の調査に関連する平

安時代から中世・近世にかけての遺跡について概観

する。

近隣の遺跡での中世の遺構・遺物の検出例遺跡と

しては、安濃川左岸に位置する位田遺跡（２）では、

－ 3 －

Ⅱ 位置と歴史的環境

１ 位置

２ 歴史的環境

第１図 里前遺跡調査区位置図（1：5,000）
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平安時代の掘立柱建物が検出され、多量の緑釉陶器

が出土した３）。蔵田遺跡（３）では、平安時代末から

鎌倉時代初頭の掘立柱建物が条里の方向にほぼ合致

して検出された４）。右岸でも、替田遺跡（４）では、

平安時代から鎌倉時代の掘立柱建物が検出されてい

る５）。弐ノ坪遺跡（５）では、平安時代前期とみられ

る掘立柱建物が、条里の地割に並行して検出されて

いる６）。岩田川を挟んで対岸に位置する梁瀬遺跡（６）

からは平安時代末から鎌倉時代にかけての掘立柱建

物が検出されており７）、里前遺跡の周辺には中世の遺

跡が多く点在する。

（２）条里

奈良時代以降、この地域も条里制を施行したと考

えられる。安濃川流域は条里制の方画地割が良好に

残っていた地域で、いずれも北に対して30°東に偏

っていたとされる。これは奄芸郡にも共通した地割

りとなっていて、概ね海岸線に沿ったものである８）。

前述の蔵田遺跡や弐ノ坪遺跡では、条里の方向に

沿った建物跡も多数確認されている。また、里前遺

跡のある「野田」は中世には神宮領荘園が存在して

いたようで、13世紀初頭頃に成立したとされる『神

宮雑例集』の「野田御園」、さらに14世紀後半頃に成

立したとされる『神鳳鈔』の「野田御厨」に相当す

ると考えられる９）。しかし、これにあたる集落の比定

は定まっておらず、周辺の発掘調査では関連する遺

構などはまだ確認されていない。

（３）交通

近隣諸国との交易について陸路では、奈良時代に

大和国から柘植・加太を越えて伊勢神宮に向かう官

道が安濃川付近を通っていた。これが、平安時代に

なると阿須波道が新たに開削され、近江国から伊勢

国へは鈴鹿峠を越えることになった。官道には30里

（約16㎞）ごとに駅家が設置され、『延喜式』によれ

ば、伊勢神宮に向かう官道には鈴鹿、市村、飯高、

度会の各駅があったとされる。この官道は鈴鹿駅で

東海道から分かれて、市村駅を経て野田の集落に入

る。野田から飯高へ至る経路としては、野田集落か

ら南側の谷を抜けて久居に至る経路と野田集落から

東に向かい半田丘陵を抜けて藤方に至り、そこから

伊勢に向かう経路がある10）。梁瀬遺跡はこの東に向か

第２図 周辺遺跡位置図（1：50,000）国土地理院 1：25,000「津西部」「津東部」
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う道上になる。この遺跡からは平安時代末まで機能

していたと思われる道路状遺構が検出されており、

かつての官道だった可能性がある11）。近世になると、

津から布引山地の長野峠を越えて伊賀に至る「伊賀

街道」が整備された。この街道はもともと畿内と伊

勢神宮とを結ぶ参詣路であったが、藤堂高虎が慶長

13（1608）年に伊勢・伊賀へ移封されたときに津を

本城とし、上野を支城に置いた。この時津藩の官道

として整備されたものである。この道は現在の国道

163号と同じく、遺跡の周辺を北から西へ迂回し、さ

らに西へ向かうようなルートで通っていた。

また、水路としては、岩田川河口には中世の港町

として著名な安濃津が存在し、山茶椀をはじめとし

た尾張産陶器の集積地として機能していたと考えら

れている。これまでの里前遺跡の調査で墨書土器や

使用痕のないものを含んだ大量の山茶椀が出土して

いることや水運の便がよいという立地から、遺跡周

辺は水陸双方の交通の要所であったと思われる。里

前遺跡は安濃津から搬出された山茶椀が直接到達し

た場と考えられ、安濃郡内の物流に関係した遺跡で

ある可能性があるとも指摘されており12）、当時の物流

面から考えるうえでも、重要な位置にあったことが

うかがえる。

[註]

１）伊藤裕偉 『中世伊勢湾岸の湊津と地域構造』岩田書院 2007

２）高士洋幸ほか 『大和街道・伊勢別街道・伊賀街道-歴史の道調

査報告書-』 三重県教育委員会編 1983

３）三重県埋蔵文化財センター『一般国道23号中勢道路建設事業に

伴う位田遺跡発掘調査報告』 1999

４）三重県埋蔵文化財センター 『一般国道23号中勢道路（10工区）

建設事業に伴う蔵田遺跡発掘調査報告』 1999

５）三重県埋蔵文化財センター 『一般国道23号中勢道路（10工区）

建設事業に伴う替田遺跡（第1・２次）発掘調査報告』 2008

６）三重県埋蔵文化財センター 『一般国道23号中勢道路建設事業

に伴う弐ノ坪遺跡発掘調査報告』 2005

７）三重県埋蔵文化財センター 『梁瀬遺跡発掘調査報告』 2004

８）仲見秀雄「奄芸・安濃・一志郡の条里制」 『伊勢湾岸地域の

古代条里制』 東京堂出版 1979

９）平凡社『日本の地名』 1988

10）岡田 登「伊勢国市村駅家所在地考」『皇學館論叢』第13巻第６

号 1980

11）前掲註７）と同じ

12）前掲註１）と同じ



本調査区は、東側に第１次調査区、北側に第３次

調査区、西側北半に第２次調査Ｂ地区が隣接する。

第1次調査区同様、現況は耕地の縁辺部及び河川との

境界部の荒れ地である。

調査区内は東を流れる三泗川にむかって緩やかに

低くなっている。

基本層序は、第1層が暗灰黄色砂まじり粘質シルト

（表土）、第２層が黄灰色中砂質細砂（旧耕作土）、第

３層が黄灰色シルト（検出面）であり、これより下

が遺構基盤層となる。

今回の調査では、鎌倉時代から近世までの遺構を

検出した。以下、主だった遺構について記述する。

遺構の深さはすべて検出面から測定した数値である。

なお、第１次調査を含めた検出遺構の概略につい

ては、遺構一覧表にまとめたので参照されたい。

中世の遺構
井戸ＳＥ230 調査区北部で検出した素掘りの井戸

である。遺構の平面形態は長軸約2.9ｍ、短軸約2.4ｍ

の楕円形で、検出面からの深さは約1.6ｍである。埋

土から土師器皿・鍋、須恵器杯・甕、山茶椀が出土

した。13世紀代に埋没したと考えられる。

土坑ＳＫ234 調査区中央部で検出した土坑であ

る。北側で重複するＳＤ232より古い。遺構の平面形

態は2.2～2.8ｍの半楕円形である。埋土から土師器皿

や山茶椀が多量に出土した。山茶椀は13世紀前半の

ものが多く、13世紀代に埋没したと考えられる。

土坑ＳＫ225 調査区南部で検出した土坑である。

遺構の平面形態は長軸4.7ｍ、短軸2.4ｍの不整形な楕

円形である。埋土から土師器鍋・羽釜の細片、土錘、

山茶椀、陶器甕が出土している。15世紀後半の遺構

と考えられる。

土坑ＳＫ233 調査区中央部で検出した土坑であ

る。遺構の平面形態は長軸約4.8ｍ、短軸約2.9ｍの楕

円形である。埋土から土師器皿・羽釜、陶器皿、山

茶椀などが出土している。土坑の最終的な埋没は15

世紀末から16世紀初めと考えられる。

溝ＳＤ235 調査区中央部で検出した東西方向の溝

である。遺構の幅は約2.4ｍ、深さ約0.2ｍの浅い溝で

ある。埋土から土師器皿・鍋・羽釜、瓦器椀、山茶

椀、陶器鉢、施釉陶器などが出土しており、15～16

世紀の遺構と考えられる。

土坑ＳＫ227 調査区中央部で検出した浅い土坑で

ある。遺構の平面形態は長軸約2.9ｍ、短軸約2.0ｍの

不整形な楕円形である。埋土から土師器皿･羽釜、陶

器鉢が出土した。16世紀頃の遺構と考えられる。

土坑ＳＫ208 調査区南部で検出した土坑である。

大部分がＳＥ19に壊されている。埋土から土師器鍋

が出土した。16世紀後半の遺構と考えられる。

近世の遺構
土坑ＳＫ201 調査区南端部で検出した土坑であ

る。遺構の大部分は調査区外に続く。埋土から土師

器皿・羽釜、瓦、青磁椀などが出土した。

土坑ＳＫ203 調査区南部で検出した土坑である。

遺構の平面形態は長軸2.2ｍ、短軸1.2ｍの不整形な楕

円形の遺構である。埋土から土師器鍋･羽釜、山茶椀

のほかに、瀬戸産の鉄絵皿が出土した。

土坑ＳＫ206 調査区南部で検出した土坑である。

遺構の平面形態は長軸約5.0ｍ、短軸約2.0ｍの楕円形

である。埋土から土師器皿・鍋・羽釜、志野丸皿が

出土した。

土坑ＳＫ210 調査区南部で検出した土坑である。

遺構の平面形態は長軸約3.0ｍ、短軸約2.6ｍである。

埋土から土師器羽釜、陶器甕・鉢が出土した。

土坑ＳＫ213 調査区南部で検出した土坑である。

長軸1.9ｍ、短軸1.6ｍである。遺構から下駄と漆器椀

が出土した。

土坑ＳＫ215 調査区南部で検出した土坑である。

遺構の平面形態は長軸2.2ｍ、短軸0.7ｍの楕円形であ

る。重複するＳＤ216より新しく、ＳＤ202より古い。

埋土から土師器鍋、山茶椀や天目茶椀などが出土し

た。

土坑ＳＫ217 調査区南部で検出した遺構である。

遺構の平面形態は長軸約1.6ｍ、短軸約1.3ｍの隅丸方
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Ⅲ 遺 構

１ 調査区の基本層序

２ 検出した遺構
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形である。埋土から土師器鍋･羽釜や常滑の甕が出土

した。

土坑ＳＫ219 調査区南部で検出した土坑である。

遺構の平面形態は長軸約1.8ｍ、短軸約1.7ｍの円形で

ある。埋土から土師器皿・鍋、山茶椀、陶器甕・鉢

などが出土した。

土坑ＳＫ221 調査区中央部で検出した浅い土坑で

ある。遺構の平面形態は長軸約1.1ｍ、短軸約0.7ｍの

隅丸方形である。埋土から土師器と染付椀が出土し

た。

土坑ＳＫ228 調査区中央部で検出した土坑であ

る。遺構の平面形態は長軸約1.3ｍ、短軸約0.9ｍの隅

丸方形である。埋土から瓦・土師器焙烙・山茶椀の

細片が出土した。

土坑ＳＫ229 調査区南部で検出した土坑である。

遺構の平面形態は長軸1.9ｍ、短軸約1.5ｍの半楕円形

で、調査区の西壁付近にあり、調査区外にも続くと

思われる。埋土から土師器皿・鍋、山茶椀、常滑産

の鉢、天目茶椀などの細片が出土した。

溝ＳＤ232 調査区中央部で検出した溝である。重

複するＳＤ235より新しい。埋土から土師器鍋や染付

などの細片や陶器小皿が出土した。

溝ＳＤ214 調査区南部で検出した溝である。東西

方向に走る浅い溝で、重複するＳＤ207やＳＤ209よ

り古い。埋土から志野丸皿が出土した。

溝ＳＤ202 調査区南部で検出した溝である。調査

区を東西方向に走る浅い溝で、重複するＳＤ207より

古い。底レベルは西側で高く、東側で低い。このこ

とから、溝の流れは西から東へ、つまり三泗川に向

かって流れていたことが考えられる。埋土から陶器

甕、施釉陶器、天目茶椀が出土している。

溝ＳＤ207 調査区南部で検出されたほぼ南北方向

に走る溝である。幅は約0.4ｍ、深さは約0.1ｍである。

重複するＳＤ202より新しく、ＳＤ209と並行して走

る。埋土から陶器小皿が出土している。

溝ＳＤ209 調査区南部で検出されたほぼ南北方向

にＳＤ207と並行して走る溝である。溝の幅は約0.5ｍ、

深さは約0.2ｍで、ＳＤ207との間隔は溝の上端で約

1.5ｍである。埋土からは天目茶椀が出土している。

溝ＳＤ200 調査区南部で検出した溝である。溝の

幅は約1.0ｍ、深さは約0.3ｍで、調査区の西壁付近に

あり、そのほとんどが調査区外に続くと思われる。

埋土から土師器皿・鍋、染付が出土した。

井戸ＳＥ220 調査区南部で検出した井戸である。

平面形態は長軸1.84ｍ、短軸1.48ｍの不整形な円形を

しており、検出面からの深さは約1.5ｍである。井戸

の構造は、木組みの井戸（曲物積上げ）１）である。

井戸枠の形状は直径0.6ｍ、高さ1.5ｍで、井筒は底板

を抜いた曲物を転用して２段に組んでいた。

埋土からは、土師器鍋、陶器小皿・山茶椀、近世

の陶器浅鉢が出土した。これらのことから、この井

戸は近世まで存続していたと考えられる。

井戸ＳＥ231 調査区北部で検出した井戸で、平面

形態は長軸約3.7ｍ、短軸約2.7ｍの楕円形をしており、

検出面からの深さは0.6ｍである。井戸の構造はＳＥ

220と同様、木組みの井戸（曲物積上げ）である。井

戸枠の形状は、直径0.5ｍ、高さ0.6ｍで、井筒は底板

を抜いた曲物を転用していた。ＳＥ220との違いは曲

物が1段であったということである。

埋土からは土師器羽釜、山茶椀、近世の陶器浅鉢が

出土しており、近世まで存続していたと考えられる。

[註]

１）宇野隆夫 「井戸考」 『史林』第65巻第5号 （史学研究会

1982）
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第３図 ＳＥ230平面図・土層断面図（１：40）
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第４図 ＳＥ220・ＳＥ231平面図・見通し図・土層断面図（１：40）
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第５図 調査区土層断面図（１：100）



第６図 遺構全体図（１：400）
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第１表 遺構一覧表１
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第２表 遺構一覧表２



今回の調査では弥生時代から近世にかけての遺物

が出土した。以下、遺構ごとに主な出土遺物につい

ての概略を述べる。詳細については遺物観察表を参

照されたい。

ＳＥ230出土遺物（１・２） １は土師器皿である。

底部の中央がやや窪み、底部から緩やかに屈折して

斜め上方に立ち上がる口縁を持つ。12世紀後半のも

のである。２は土師器鍋あるいは甑の把手部で古代

の遺物である。

ＳＫ234出土遺物（３～15） ３・４は陶器小皿で

ある。どちらも13世紀前葉のものである。５～15は

山茶椀で５は12世紀後葉～13世紀初頭、６は11世紀

末葉から12世紀前葉、その他は13世紀前葉のもので

ある。５の底部は完存し、内面はかなり摩耗してい

る。６・10の内面にはススが付着している。７の高

台と底部外面にもわずかながらススが付着する。８

は籾殻痕が確認される。９の内面は使用による摩耗

が見られる。11の高台は粗雑で底部には小石を含む。

底部内面には指圧痕も見られる。12の体部内面には

自然釉がかかり、底部内面にはススが付着する。

13・14・15の底部外面には墨書の記号が見られる。

ＳＫ225出土遺物（16～21） 16～18は山茶椀で、

16は13世紀後葉から14世紀初前葉、17は13世紀前葉、

18は14世紀中葉から14世紀後葉のもので平底になっ

ている。

19は土錘。20は南伊勢系羽釜で、口縁部は内傾す

る。21は常滑産の甕で16世紀前半のものである。

ＳＫ233出土遺物（22～28） 22は土師器皿。胎

土はやや粗く、外面底部には黒斑が見られる。23・

24は陶器小皿。25・26は山茶椀。23・25は13世紀前

葉、24・26は13世紀中葉である。

27・28は中北勢系羽釜である。鍔部との接合部か

ら口縁部にかけて内傾する。口縁部下方には焼成前

穿孔による円孔が見られる。どちらも、15世紀後半

のものに相当する。27は鍔部外面が丸味を帯びる。

28の口縁上部は外反している。

ＳＤ235出土遺物（29～41） 土師器皿・鍋・羽

釜、山茶椀、陶器鉢、施釉陶器など、中世後期から

近世までの遺物の細片が多量に出土しているほか、

古代の遺物も若干混入する。

29は弥生土器壺の頸部である。櫛により波状文・

直線文と刺突文が施される。30・31は瓦器椀である。

体部内面にはミガキが施されているが外面には見ら

れないことから13世紀代であろう。

32～35は山茶椀である。全て13世紀前葉のもので

ある。32は底部内面が摩耗しており、底部外面には

墨書がある。33・34の底部外面には墨書の記号があ

る。

36～39は南伊勢系鍋、40は南伊勢系羽釜である。

いずれも15世紀後半から16世紀前半のものである。

41は弥生時代の扁平片刃石斧で混入品である。

ＳＫ203出土遺物（42～44） 42は陶器折縁皿で、

底部内面には鉄絵が描かれており、底部外面にはス

スが付着する。43・44は陶器丸皿である。43は体部

に丸味を帯びている。44の体部はやや外反している。

いずれも17世紀後半のものである。

ＳＫ201出土遺物（45～49） 土師器皿・羽釜、

瓦、青磁椀が出土している。45は土師器皿である。

46は須恵器杯身で６世紀初めのものである。47は陶

器の底部を利用した加工円盤で、灰色素地に灰釉が

施される。側面は打ち欠いた後、研磨されている。

内面にはトチン痕があり、外面には墨書がみられる。

48は山茶椀で13世紀前葉のものである。49は中北勢

系の羽釜で15世紀後半のものである。口縁部に２つ

円孔があり、体部外面鍔部より下にはススが付着す

る。

ＳＫ206出土遺物（50） 志野丸皿で17世紀後半の

ものである。

ＳＫ210出土遺物（51） 天目茶椀の底部を利用し

た加工円盤である。側面は研磨されている。

ＳＫ215出土遺物（52） 天目茶椀で17世紀後半の

ものである。体部は直線的に開き、口唇部は直立よ

りやや開き気味で端部は外反する。

ＳＫ219出土遺物（53） 常滑産の練鉢である。体

部内面は使用により摩耗している。16世紀後半のも

のである。

－ 15 －
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ＳＫ229出土遺物（54） 13世紀中葉の山茶椀であ

る。平底で、体部はほぼ直線的である。胎土はやや

粗く、0.1～0.7㎝程の石を含む。

ＳＫ213出土遺物（55・56） 55は下駄である。

一本木で仕上げられ、２本の歯が突出する。歯は使

用により摩耗しており、特に後歯の摩耗は著しい。

56は漆器椀である。残存状態は非常に悪い。高台は

低く、比較的小振りである。体部内面は黒色漆を塗

布した後、赤色漆を塗布している。体部外面は黒色

漆を塗布している。

ＳＤ232出土遺物（57） 13世紀中葉の陶器小皿。

ＳＤ214出土遺物（58） 17世紀前半の志野丸皿であ

る。

ＳＤ202出土遺物（59～61） 59は13世紀中葉の

陶器小皿。扁平な形で、口縁の端部は尖る。60は17

世紀後半の天目茶椀。体部は直線的に開き、口唇部

は直立、口縁部は外反する。61は常滑産の火桶で17

世紀から18世紀のものである。

ＳＤ207出土遺物（62） 灰釉皿の底部である。底

部内面には輪ドチがみられる。さらに底部外面には

重ね焼きのトチン痕が見られる。17世紀前半のもの

である。

ＳＤ209出土遺物（63・64） 63・64は天目茶椀

の底部。どちらも17世紀前半のものである。鉄釉が

施され、高台は露胎である。

ＳＥ220出土遺物（65～69） 65は12世紀後葉か

ら13世紀初頭の陶器小皿。底部が突出し、体部が丸

味を帯びている。66～68は山茶椀の底部で66・67は

13世紀前葉、68は13世紀中葉のものである。

69は信楽の擂鉢である。内外面ともにロクロナデ

がみられ、内面には４条単位のすり目がみられる。

15世紀中葉のものである。

ＳＥ231出土遺物（70～72） 70は13世紀前葉陶

器小皿。若干丸味を帯びた体部で、器高は低い。内

面は使用による摩耗が認められ、底部外面には墨書

が見られる。71は山茶椀底部で13世紀前葉のもので

ある。72は常滑産の壺底部である。

29pit2出土遺物（73） 13世紀前葉の山茶椀で

ある。高台は大部分が剥離しているが、残存部分に

は籾殻痕が見られる。

Ｊ30pit3出土遺物（74） 中北勢系の羽釜である。

口縁は折り返し、鍔部より下はススが多量に付着す

る。

30pit1出土遺物（75） 鉄釘である。同じpitか

らは13世紀代の土師器片が出土しており、中世の釘

の可能性がある。

包含層出土遺物（76～99） 76は13世紀前半の陶

器小皿である。胎土は粗く、小石や３㎜程の砂粒が

付着する。77は美濃産の小皿である。

78～80は山茶椀である。13世紀前半のもので高台

は低く、籾殻痕が見られる。79の胎土は粗く、歪み

も大きい。80の体部は直線的に開き、自然釉も付着

する。81は12世紀後葉から13世紀初頭の底部を利用

した加工円盤である。内面は摩耗が認められ、側面

は打ち欠いている。82は13世紀中葉の陶器小皿であ

る。83は鉄絵鉢である。口縁は外反し、折縁状にな

る。体部側面は丸味を帯び、内面には鉄絵が描かれ

ている。17世紀後半のものである。84は南伊勢系の

焙烙である。85は土師器小皿である。平らな底部と

立ち上がるような体部で、器壁は薄い。86は13世紀

前葉の陶器小皿。87・88は13世紀中葉の陶器小皿で

ある。89は志野丸皿で17世紀前半のものである。90

～99は山茶椀である。90・92～97は13世紀前葉のも

ので、90は全体に丸味を帯び、底部内面は使用によ

る摩耗が見られる。92～94は底部外面に墨書の記号

がある。95の体部は直線的で、高台には籾殻痕があ

る。96は山茶椀底部で、粗雑化した高台には籾殻痕、

外面には糸切り痕と墨書が見られる。内面には指圧

痕がはっきり認められる。97の体部は丸味を帯び、

口縁部はわずかに外反する。91は13世紀中葉のもの

で、体部は直線的である。口縁部から内面にかけて

自然釉が付着する。高台には籾殻痕が明瞭に見られ

る。98は12世紀中葉のもので、底部内面に重ね焼き

輪ドチの痕がみられる。99は12世紀後葉から13世紀

初頭のもので、高台には砂粒痕が見られる。

表採遺物（100～118） 100は土師器小皿。弧状

の体部で器壁は厚い。101は須恵器高杯。脚部に透孔

が３ヶ所ある。６世紀代のものである。102～106は

陶器小皿である。102は13世紀前葉のもので、器高は

低く扁平で、体部は直線的である。103は14世紀中葉

から14世紀後葉、105は13世紀前葉、104・106は13世

紀中葉のものである。
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第７図　出土遺物実測図１（1：4）
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第８図　出土遺物実測図２（1：4）（41は1：2）
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第９図　出土遺物実測図３（1：4）（75は1：2）
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第10図　出土遺物実測図４（1：4）
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107～116は山茶椀である。107・109は13世紀前葉

のもので、107の底部内面には墨痕がある。108・

110・111は13世紀中葉のもので、底部内面は使用に

より摩耗している。111は底部内面に輪ドチによる重

ね焼き痕があり、体部の一部は焼けた痕がある。未

使用のものと思われる。112は12世紀後葉から13世紀

初頭のものである。113～116は底部の一部で、外面

にうっすら墨書の記号が見られる。113・114は13世

紀中葉、115・116は13世紀前葉のものである。117は

17世紀後半の天目茶椀である。118は常滑の片口鉢で

13世紀前半のものである。

本書における出土遺物の分類・編年については以

下の文献を参考として記述を行った。また、陶器山

茶椀・小皿の一部と天目茶椀については愛知学院大

学藤澤良祐氏に実見いただきご教示を得た。

愛知県史編さん委員会

・『愛知県史 別編窯業２ 中世・近世　瀬戸系』

愛知県　2007

伊藤裕偉

・「伊勢の中世煮沸用土器から東海を見る」『鍋と甕

そのデザイン』 東海考古学フォーラム尾張大会

実行委員会　1996

・｢中世南伊勢系の土師器に関する一試論｣

『Mie History』vol.1 三重歴史文化研究会1990

・｢土師器皿の変遷｣『北畠氏館跡９』―多気

北畠氏遺跡第26次調査・北畠氏館跡総括編―

三重県美杉村教育委員会　2005

畑中英二

・『信楽焼の考古学的研究』 サンライズ出版 2003

中野晴久

・「産地別による生産技術の展開からの編年　常滑・

渥美系」 『中世窯業の諸相～生産技術の展開と

編年～』 全国シンポジウム「中世窯業の諸相」

実行委員会　2005

福田典明

・「伊賀地域における瓦器に関する覚書」『中近世土

器の基礎研究』ＸＸ　2006

藤澤良祐

・「瀬戸古窯址群Ⅰ」『研究紀要Ⅰ』 瀬戸市歴史民

俗資料館　1982

・「施釉陶器生産技術の伝播」 『中世窯業の諸相～

生産技術の展開と編年～』 全国シンポジウム

「中世窯業の諸相」実行委員会　2005

三重県埋蔵文化財センター

・『嶋抜Ⅱ』2000
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第３表　出土遺物観察表１
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第４表　出土遺物観察表２
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第５表　出土遺物観察表３
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第６表　出土遺物観察表４



里前遺跡では、これまでに第1次から第４次の調査

が実施されている。

第１次調査では、鎌倉時代から江戸時代の井戸・

溝・土坑・柱穴が多数見つかっており、陶器や様々

な種類の文字・記号等が記された墨書土器（山茶椀、

小皿）が多量に出土した。

遺跡の性格は、墨書土器の分析から、年貢に関わ

る作業が行われていたことや、多量の陶器から、１

次集積地である安濃津から輸送され２次集積地とし

て、陶器供膳具の流通の一端を担い、地域における

物資集配作業を果たしていたことが考えられると報

告されている１）。

第２次調査では、弥生時代後期から古墳時代前期

の方形周溝墓や環濠的な可能性を持つ溝を検出し、

第５次調査区から北西に約200ｍ離れたところに位置

するＡ地区からは「龍」の絵画土器が出土している。

また、鎌倉時代の墓や井戸を検出し、墓には刀子や

陶器等が埋納され、井戸からは漆椀・曲物・桶等が

見つかった。その他、陶器や墨書土器も多く出土し

た。江戸時代は井戸が減少するものの、瀬戸美濃産

陶器を中心に18世紀中頃までの遺物があり、この頃

まで当遺跡内に集落が営まれていたと考えられると

報告されている２）。

第３次調査では、三泗川へ流れ込む溝・ピット・

井戸を検出したが、溝・ピットの遺物については中

近世の遺物が混在し、時期は不明である。井戸のう

ち２基は中世前期のもので木組みの井戸からは井戸

枠や曲物が良好な状態で見つかった。建物などは確

認できなかったものの、中世前期から近世までの遺

構が確認され、近辺に集落跡が展開されると考えら

れると報告されている３）。

第４次調査区は、第５次調査区から約300ｍ北に離

れたところに位置する。当該地の小字は「浜垣内」

であるが、第１次から第３次までの調査や現況地形

の観察から里前遺跡の集落跡の一端であることが予

想されたため、「里前遺跡」として調査が行われた。

調査では三泗川が一時期氾濫したときの流路となっ

た旧河川跡が検出された。旧河川跡からの出土遺物

はなく、第３次調査までの里前遺跡から続く、集落

跡が立地する安定堆積層の北端が確認されたと報告

されている４）。

今回の第５次調査では、鎌倉時代から江戸時代に

かけての井戸・溝・土坑などを検出し、第１次調査

ほど膨大な量ではないが中世の陶器が出土している。

これらは特に、調査区中央の遺構に多い。また、文

字や記号等が記された墨書土器（山茶椀、小皿）も

16点出土した。

その種類は、「ドーマン」に類似する記号や単純な

円形を呈するもの、円形と直線を組み合わせた記号

のようなもの、その他、判読不可能な個体も含め約

10種類である。第１次調査で確認されたものと共通

する墨書も見られる。

第1次から第５次までの里前遺跡の調査では、井戸

が26基検出された。その詳細については第７表に示

した。これらの井戸は（１）素掘り、（２）木組み＋

石、（３）木組み＋曲物、（４）石積みに分類するこ

とができる。

26基の井戸のうち、第５次調査区と隣接する第１

次、第２次Ｂ地区、第３次の調査区で検出された21

基について井戸の時期別の変遷を第３図に示した。

時期区分については宇野氏の区分を用いて、中世前

期（12世紀中頃～14世紀）、中世後期（15世紀～16世

紀中頃）、近世（16世紀末～）とした５）。

井戸が最も多く造られたのは12世紀末から13世紀

後葉の時期で、素掘りの井戸や木組み＋曲物の井戸

が造られる。近世になると新しい井戸が５基造られ、

素掘りの井戸はなく、木組み＋結桶の井戸や石組み

の井戸のみであった。

また、地下水の水脈が変化したのか、集落の中心

が南下したのかは不明であるが、井戸の検出が遺跡

全体に点在していた12世紀から13世紀に比べ、近世

になるにつれて遺跡の中央より南にかけて点在する

ようになる。

－ 26 －

Ⅴ まとめ

１ 過去の調査成果

２ 井戸について
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一概には言えないが、これまでの報告書等で、水

陸双方の交通の要所である里前遺跡は、安濃津から

搬出された物資が直接到達する第２次集積地として

も評価されていることから、人も集まり、必然とし

て井戸がたくさん必要になったのではないだろうか。

[註]

１）三重県埋蔵文化財センター 『一般国道23号中勢道路建設に伴

う里前遺跡発掘調査報告』 2002

２）三重県埋蔵文化財センター 『里前遺跡（第２次）発掘調査報

告』 2005

３）三重県埋蔵文化財センター 『里前遺跡（第３･４次）発掘調査

報告』 2006

４）前掲註３）と同じ

５）宇野隆夫 「井戸考」 『史林』第65巻第5号 史学研究会

1982

第11図 井戸変遷図
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第７表 井戸一覧表



写 真 図 版
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調査区全景（南から）
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調査前状況（北から）

調査区全景（北から）
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ＳＥ220検出状況（東から）

ＳＥ220検出状況（南から）
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